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背景： Palm Springs (CA,USA)

• 最終学歴
–2010年9⽉ 神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科市⺠⼯学専攻博⼠後期課程 修了
• 職歴
–2010年4⽉〜2010年9⽉ ⽇本学術振興会特別研究員DC
–2010年10⽉〜2010年12⽉ ⽇本学術振興会特別研究員PD
–2011年1⽉〜2016年3⽉ 東京⼯業⼤学⼤学院理⼯学研究科⼟⽊⼯学専攻 助教
–2016年4⽉〜2020年12⽉ 東京⼤学空間情報科学研究センター 講師
–2021年1⽉〜2022年3⽉ 東京⼤学空間情報科学研究センター 准教授

（上記期間に⼤学院新領域創成科学研究科 社会⽂化環境学専攻、
モビリティ・イノベーション連携研究機構、デジタル空間社会連携研究機構を兼務 ）

–2021年4⽉〜現在 阪急阪神ホールディングス株式会社
データアナリシスディレクタ

–2022年4⽉〜現在 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科社会基盤学専攻 特任准教授

• 受賞歴
–平成２１年 ５⽉２０⽇ 第23回交通⼯学研究会論⽂賞
–平成２５年１２⽉ ５⽇ 第30回⽇本道路会議優秀論⽂賞
–平成２６年 ６⽉１３⽇ 平成25年度⼟⽊学会賞論⽂奨励賞
–平成２６年 ８⽉８⽇ 第34回交通⼯学研究発表会 研究奨励賞
–平成２７年 ９⽉１６⽇ IEEE 18th International Conference 
on   Intelligent Transportation Systems, Best Paper Award
–平成２８年 ６⽉２０⽇ 第30回交通⼯学研究会論⽂賞
–平成２９年１１⽉４⽇ ⼟⽊計画学研究委員会優秀論⽂賞
–平成２９年１１⽉１６⽇ Transportation Research Part C: 

Emerging Technologies: TRC Best 
Paper Award 2017
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次世代交通情報学：
都市や地域での交通システムの計画・設計・評価や情報提供の方法の改善等に資する観測
システム（①）、データ解析（②）及び、シミュレーション手法（③）の構築に関する研究領域を実

施することで、次世代交通システムを見据えた計画・設計・評価分野の総合的な高度化をは
かるための要素技術の開発を実施するとともに、ICTを活用した一体的な技術革新を目指す。

様々社会システムや官公庁の統計調査
に伴って収集されるビッグデータ

e.g. 民間企業(交通系ICカードデータ)、官公庁（ETC2.0データ等）
※各種委員やスプリットアポイントメントでの活動によりプラット
フォーム構築や高度化を実施

各種専門調査の開発・設計・実施
「①観測システムの構築」の研究領域
• IoT(Internet of Things)の応用
• 機械学習等を実装した次世代交通調査機器
• 次世代のプローブカーを想定した研究
※ICTを活用した観測手法の高度化や最新のモデルに対応する調査設計

データ収集

データ解析

大量のデータを活用した交通分析手法の確立
「②交通系ビッグデータの解析手法構築」の研究領域
• 交通系ビッグデータの可視化
• 交通系ICカードデータを用いた人流解析
• データドリブンな交通流の異常検出
※データドリブンな解析手法、従来データとのデータ融合による知見の高度化を目的と
した手法構築

高度なデータ利用に基づく交通解析
「③次世代交通のためのシミュレーション環
境構築」の研究領域
• 次世代交通システムの計画・設計・評価を見据えた、
マルチエージェント交通シミュレーション手法の改良及

びインプットデータの生成手法の構築
※①②の知見を活かした行動仮説や基礎データをもとにしたシミュレーションの実施

可視化等による

実態把握
異常検知

将来推計・
施策評価

短期予測

観測期間・範囲・項目が高度化されたデータ



都市・交通システムのシミュレーションの必要
性

利⽤者の選択⾏動 システムの（道路や交通機関
の遅れなど）パフォーマンス

交通のシステム便利になる
→利⽤の増 =⾏動の変化
→混雑の増 =システムの変化
→利⽤の減少=⾏動の変化
→混雑の減少=システムの変化
・・・・

列⾞のダイヤ変更，バスの等の新線導⼊，カーシェアリング等の拠点開発，新
たなショッピングセンター等の開発などを実施したときに，どのくらい便利に
なるのか，採算がとれるのかなどを分析したり，よりよい運営⽅法を考えたい．

相互作⽤
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交通配分・シミュレーション

生成交通量

発生・集中交通量

交通手段判別

配分交通量 （経路）

分布交通量 （OD）

四段階推定法 アクティビティベースシ
ミュレーション

人口生成

活動生成

目的地選択・時刻選択

交通手段・経路選択

移動の情報

• 出発地
• 目的地
• 出発or到着時刻
• 交通手段

個人の情報
• 個人番号
• 性別
• 年齢

• 職業
活動の情報
• 個人番号
• 活動内容の選択肢

シミュレーション
結果
• 旅行時間
• リンク別交通量
• （経路）

活動の情報
• 個人番号
• 活動内容
移動の情報

• 出発地
• 目的地
• 出発・到着時刻
• 交通手段

• 利用したバス停・時刻
など

• 経路
• 軌跡

活動の情報

• 開始・終了時刻

• 旅行時間
• リンク別交通量
• （経路）

配分交通量（経路）
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移動体情報を表現するためのデータ

・既存統計・GISデータ

・マイクロジオデータ

⼈の流れプロジェクト
http://pflow.csis.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

・⼈の流れデータ

社会・インフラ基盤データ

・パーソントリップ調査データ

サービスデータ
・時刻表
・シェアリングシステムの運⽤データ

活動パターン

・SP調査データ

交通手段・経路

目的地

⼈の⾏動の表現

インフラ構造を表現

都市内の交通やマッチ
ングサービスを表現

静的インフラ層

動的インフラ層

⾏動データ

都
市
活

動
の
表
現

・ネットワークデータ

・⼈流ビックデータ
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このセクションで、投影時、紹介したスライドに関しては、下記を参照ください。

日下部 他「マルチスケールな交通連携を想定した拠点配置と交通マネジメントについての技術研究

開発」, 道路政策の質の向上に資する技術開発報告レポート, No.31-2, 新道路技術会議, 2022.5

URL: https://www.mlit.go.jp/road/tech/jigo/r04/pdf/report31-2.pdf



阪急阪神ホールディングス
データアナリシスディレクタ―
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次世代交通情報学：
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システム（①）、データ解析（②）及び、シミュレーション手法（③）の構築に関する研究領域を実
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e.g. 民間企業(交通系ICカードデータ)、官公庁（ETC2.0データ等）
※各種委員やスプリットアポイントメントでの活動によりプラット
フォーム構築や高度化を実施

各種専門調査の開発・設計・実施
「①観測システムの構築」の研究領域
• IoT(Internet of Things)の応用
• 機械学習等を実装した次世代交通調査機器
• 次世代のプローブカーを想定した研究
※ICTを活用した観測手法の高度化や最新のモデルに対応する調査設計
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マルチエージェント交通シミュレーション手法の改良及
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「私」と「阪急阪神ホールディングス」との関
わり

• 修士・博士課程時代に 神戸大学 で共同研究実施（2006～2010）
– 当時、最先端の交通系ICカードデータの分析を実施できる機会に恵まれた。

– 当時のワークステーションのスペック
• CPU: Xeon(R) ﾌﾟﾛｾｯｻ- 5110×2

• メモリ: 4GB

• HDD: 146GB SAS × 3台 (3ware 9650SE; RAID-5)

• 神戸大学大学院工学研究科 朝倉研究室（当時）での研究内容
– 施策に関する研究

• １．ダイヤ改正による旅客行動変化の分析
– ダイヤ改正後に，優等列車の停車にあわせて利用者が入場時刻を調整していることを把握

• ２．なんば線開業による旅客行動変化の分析
– 所要時間・バラつきの変化

– 新線開業による利用者の居住地域の変化

• ３．鉄道会社と商業施設の連携実験
– 鉄道会社と沿線の商業施設による「連携システム（図参照）」の実証実験を実施

– 方法論に関する研究
• ４．旅客の乗車列車推定手法の開発

– ICカードデータを用いた乗車列車自動推定アルゴリズムを開発した

• ５．各種の分析手法の開発と評価
– 可視化による分析

– 潜在クラスモデル，HMM（隠れマルコフモデル）による利用者属性の分析

– パーソントリップ調査データとの融合

10



共同研究での積み残し
• 実務・現場ニーズがわからない
– 実務・現場がどんなことをしていて、何が問題なのかわからない
– どんな施策が現実的にできるかがわからない

• 実務でのデータの使い⽅がわからない
– 新しい結果の使い⽅
– 費⽤対効果がみえてこない

= 実務につながる成果が出せなかった
= 世の中に研究成果をフィードバックできなかった
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鉄道グループのビッグデータ利⽤

住む

働く 憩う

都市での人の活動
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民鉄の事業

不動産

都市交通

エンタテイメ
ント

情報・通
信

旅⾏

国際輸送

ホテル

グループ
約100社



鉄道グループのビッグデータ利⽤

住む

働く 憩う

都市での人の活動 都市の機能と
民鉄の事業

都市交通+情報・通信
デジタルサービス

不動産

エンタ
メ

ホテル・旅
⾏

住む

働く 憩う
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阪急阪神ホールディングスのDX (2021年5⽉)

阪急阪神ホールディングス（株） 「阪急阪神ホールディングスグループ2020年度（2021年3月期）決算説明会資料」2021年5月21日 より
14



業務改善のプロセスとデータ分析
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②課題を解決したい

①解決すべき課題を
⾒つけたい（選びたい）

③施策を実施したい システムを構築・実装

課題の具体化・明確化・記述

施策の具体化・明確化・記述
（要件定義）

④効果を知る、さらなる
改善につなげたい

ニーズ ゴール

継続的な改善プロセスを構築

・日々の運用での気づき

・ご意見箱
・他社事例

・担当者の創意工夫

・協力会社との連携

・運用ルールの設計

・担当者、部署での内製
・他社への発注

・効果の評価

・運用ルールの見直し



業務改善のプロセスとデータ分析
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②課題を解決したい

①解決すべき課題を
⾒つけたい（選びたい）

③施策を実施したい システムを構築・実装

課題の具体化・明確化・記述

施策の具体化・明確化・記述
（要件定義）

④効果を知る、さらなる
改善につなげたい

ニーズ ゴール

継続的な改善プロセスを構築

現象の詳細把握データ分析・仮説検証
（統計分析・シミュレーション）

基礎的な集計
探索的なデータ分析（データマイニング）

システムの運⽤状況をモニタリング（KPI
や基礎集計項⽬の⾃動算出）・
定期的な詳細分析・効果検証

課題解決のためのデータ活⽤
（推定・検知・予測による改善）

業務プロセスのレビュー

課題解決の⽷⼝となる業務の検討
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データ分析

ヒアリング

データ収集方法
・データの制約、項目、構造、信頼性

集計・可視化等
ヒアリングで把握できた課題等の確認

教師なし学習
データから見える関係性の把握

業務プロセス

・各事業や業務におけるステークホル
ダーとその接点

データ利用
・各業務におけるStrategic・ Tactical・
Operationalに関するデータの利用状
況

実施案作成
・現場

・機械学習等を
用いた最適案

施策実施

検証
・統計分析

事業部門・ラボ合
同打合せ

・現場の業務プロ
セス確認

・テーマ絞込

ラボ内打合せ
・WS
・データ解釈
・仮説設定

・施策テーブル作成

提案作成
・基礎統計分析
・仮説裏付
・複数提案作成

①現状理解・問題把握 ②課題設定 ③施策実施・検証

ラボの業務プロセス
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データ分析

ヒアリング

データ収集方法
・データの制約、項目、構造、信頼性

集計・可視化等
ヒアリングで把握できた課題等の確認

教師なし学習
データから見える関係性の把握

業務プロセス

・各事業や業務におけるステークホル
ダーとその接点

データ利用
・各業務におけるStrategic・ Tactical・
Operationalに関するデータの利用状
況

①現状理解・問題把握

ラボの業務プロセス

この部分が8割
• ヒアリング（仕様確認・業務要件定
義）

• データ実装
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実施案作成
・現場

・機械学習等を
用いた最適案

施策実施

検証
・統計分析

事業部門・ラボ合
同打合せ

・現場の業務プロ
セス確認

・テーマ絞込

ラボ内打合せ
・WS
・データ解釈
・仮説設定

・施策テーブル作成

提案作成
・基礎統計分析
・仮説裏付
・複数提案作成

②課題設定 ③施策実施・検証

ラボの業務プロセス

この部分が8割
• IT基盤の連携
• 要件定義
• 現場業務への落とし込
み



データプラットフォーム構築のイメージ
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統合データ
プラットフォーム

データレイ
ク

データ分析ラボ
• RHEL
• Python
• JupyterHub
• Perl
• PostgreSQL
• PostGIS
• QGIS

A社データマー
ト

A社

B社

z社

B社データマー
ト

Z社データマー
ト

各社デジタル
マーケティング

新規
デジタル事業

デジタル
施策支援

コンサル等

大学・
ベンチャー等

外部連携



おわりに

都市交通+情報・通信
デジタルサービス

不動産

エンタメホテル・旅行

住む

働く 憩う

・ 都市間競争に勝つ強い地域
= 都市内のデータのシームレス化 + 知の創造
・・・ 地域価値向上 = 協調領域

地域の軸となる リアル+デジタルプラットフォーム
• 地域の現状のいろいろな視点からの⾒える化
• ⼤学を始めとした最先端の情報技術へのアクセス
• 地域の課題解決に対する貢献
• 地域の発展に必要なデータのオープン化に向けた議論
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鉄道グループのリアルサー
ビス

鉄道グループのビッグデータ利用
• 既存事業に対応したデジタル化による利便性向
上

• シナジーのあるデジタルサービスの展開・ 都市内活動の多様性の創出
＝新規事業・サービス展開 + 既存サービスの利便性向上
・・・ 沿線価値向上 = 競争領域  


